
































・Ａ環境面

外出が出来る環境があり、色々な場所に連れて行って

くれる。

手洗いや消毒がされているのか見学機会がないので、

分からない事と見えない部分が多い。

・Ｂ児童への支援内容

個人の必要な支援をしてくれている。

活動の楽しさ満足している。

コロナの状況をみて、料理の活動もやってほしい。

運動系の活動を増やしてほしい。

・Ｃ事業所からの情報発信

活動予定が決められていない。

避難訓練等、家で予習復習が出来る活動だけでも事

前に知りたい。

SNSでの発信がうれしい。

・Ｄ非常対応

事前の実施日の連絡が欲しい。

・Ａ環境面

職員やドライバーの職員も多く、活動を充実して行えて

いる。

入口に消毒設置、検温、換気等の対策をして、感染予

防に努めている。

・Ｂ児童への支援内容

支援計画を確認して、対応している。

内容も保護者と日頃から相談して決めている。

・Ｃ関係機関との連携

Bの内容に関しても必要に応じて学校の先生と会議を

行ったり、区の連絡会等で連携を行っている。

・Ｄ保護者への説明責任・信頼関係

連絡帳にて活動内容の記載、ＬＩＮＥでの対応等も行っ

ている。

インスタグラムにて活動の発信を画像と文章にて公開。

・Ｅ非常対応

月ごとに避難の内容を変え、行っている。

【共通点】

環境においては、満足の内容だと思われるが、周知・発信できていない部分も多い。

支援内容は、現在の状態での満足を得られている事が多い。

コロナ禍の環境においての活動の縮小についてのご理解は得られている。料理・外食活動等

【相違点】

活動内容の事後報告はしていたが、事前の活動内容の連絡等が不足している。特に月や週ごとの活動内容につ

いて。

コロナ禍で、面談や所内見学、直接話をする機会が減っていて、細かい部分の認知をお互いできていない部分も

多く、分からないにほとんど入れざるを得ない点がある。
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防災訓練の事前通達を行う。

コロナの感染状況をみつつ、活動場所・活動内容等検討していく。

ウォーキングは、みんなが出来る。みんなで活動出来る。日常に活かせる。今後の通学通勤等での活用。どこで

も行えるなどの利点からよく行っていたが、それ以外の内容の頻度や充実を検討する。

活動内容等の事前、事後の発信について、おおまかに変更がなく、分かる範囲で通達出来るよう意識していく。

活動内容や支援内容についての楽しさ・正確さは、満
足いただけている方が多い。
事業所としても家や学校でなく、放課後デイサービス
でしか出来ない事と役割を意識して行っている。
活動後の発信は、どんな事をどんな様子でやっている
か分かりやすく、連絡帳も合わせて、伝わりやすいよう
に工夫している。

予定に関して、事前に月や週ごとの連絡。
防災訓練の事前連絡の通達がない。
ウォーキングは頻繁にしているが、他の運動や内容
の幅が少ない。
コロナ禍というのもあり、こまかな消毒や換気、検温
などの対策の部分であったり、
実際に見ないと分からない事などの周知する機会
が少ない。

分析・検討してみて…

事業所の強み 事業所の改善点

事業所の改善への取り組み

～自己評価を行い、事業所としての感想など～
活動内容に関する事で良い評価を多くいただけた事に私たちも嬉しく思います。
コロナ禍という環境下においての活動縮小や活動内容・環境等の周知の縮小に関しての影響がどうしても出てきてし
まう部分を感じる。
事前に予定を決めて、保護者様にお伝え出来ればと思いますが、コロナ禍においての欠席者増加の規模縮小による
変更や児童の状況等による予測が難しく、出来る範囲でお伝えできればと認識している。


